規則を超えて
出エジプト記 21:2には、奴隷の扱いに関して神がイスラエル人に与えた指示が記されています。当時、ユダの手紙ヤ人も奴隷制度という普遍的な慣行に関わっていましたが、彼らの奴隷の扱いは神の制限と律法によって規定されていました。それは、通常、公正な扱いと最終的な解放を奨励する規範でした。
ここで注目すべき点は、奴隷制度という不快な問題さえも含め、彼らの生活のあらゆる領域が神の導きによって治められていたということです。確かに、彼らは奴隷を所有していましたが、周囲の諸国民とは異なり、奴隷たちを公正に扱い、自由になることさえ許していました。
荒野での四十年間は、イスラエル人にとって変革の期間となりました。彼らは、礼拝の仕方、互いに接する方法、そして忠実で神に倣った生き方をする方法について、神の道を学び、それを身につけました。
旧約聖書を読むと、私たちが目にするものの多くは規則ですが、その規則は、神の民をそうでない人々から区別するためにありました。規則に従うことによって、彼らがより良くなったわけではありません（規則は決してそのためのものではありませんでした――ローマ人への手紙 5:20）。しかし、規則は彼らを異なる者としました。
今日も同じです。新約聖書は私たちの生活のあらゆる側面について教えと指針を与えており、クリスチャンとして、私たちはそこに示されている型に従って自分自身を形づくろうとします。しかし、これらの目的は旧約聖書の教えと同じです。それは、私たちを神の民として識別することであって、私たちを完全にすることではありません。
洗礼を受けること、隣人を愛すること、定期的に教会に出席することなどによって、私たちが罪のない者になれるわけではないことを覚えておきましょう。しかし、それらは、現代において私たちが神の民であるという事実を証しするものとなります。
